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第
17
回

山
陰
本
線
丹
波
口
で
下
車
し
て

■

平
安
京
朱
雀
大
路
の
碑

J
R
山
陰
本
線
は
、
今
は
嵯
峨
野
線
（
園
部
ま
で
）
と
い
う
愛
称
で
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
路
線
を
み
る
と
、
京
都
駅
か
ら
梅
小
路
の
あ
た
り
で
北
へ

曲
が
り
、
丹
波
口
、
二
条
を
経
て
、
ほ
と
ん
ど
真
北
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い

ま
す
。
円
町
（
新
設
）
の
手
前
で
ほ
ぼ
直
角
に
曲
が
り
、
西
進
し
て
、
花
園
、

太
秦
、
嵯
峨
嵐
山
（
旧
嵯
峨
）
を
経
て
、
亀
岡
に
向
か
い
ま
す
。
北
上
す
る

直
線
の
部
分
は
、
千
本
通
（
平
安
京
の
　す
ざ
く

朱
雀　
大
路
）
に
沿
っ
て
い
ま
す
。
な

ぜ
、
こ
の
よ
う
な
経
路
を
と
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

当
時
の
地
図
を
み
る
と
、
こ
の
線
路
は
、
開
通
当
時
（
明
治
三
十
年
〔
一

八
九
七
年
〕
の
京
都
市
街
の
外
縁
に
沿
っ
て
敷
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
の
画
像
デ
ー
タ
「
京
都
市

街
全
図
」（
明
治
四
十
年
）

h
t
t
p
:
/
/
t
o
i
s
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n
i
c
h
i
b
u
n
.
a
c
.
j
p
/
c
h
i
z
u
/
s
a
n
t
o
s
h
i
_
2
3
2
5
.
h
t
m
l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
あ
る
ほ
か
の
地
図
も
参
照
し
ま

す
と
、
丹
波
口
か
ら
壬
生
あ
た
り
ま
で
は
、
残
っ
た
御
土
居
の
内
側
（
市
街

側
）
に
沿
っ
て
走
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
山
陰
本
線
開
通
時
に
は
、

平
安
京
の
左
京
が
市
街
地
（
今
回
述
べ
る
よ
う
に
、
一
部
は
畑
地
）
で
、
平

安
京
の
右
京
が
田
園
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す

今
回
は
、
京
都
駅
か
ら
山
陰
本
線
で
丹
波
口
ま
で
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。
丹
波

仁
丹
町
名
看
板
の
所
在
（
丹
波
口
駅
東
側
）

口
で
降
り
、
五
条
通
に
で
た
と
こ
ろ
が
、
千
本
五
条
の
交
差
点
。
五
条
通
を

東
に
。
一
筋
め
を
南
に
向
か
う
と
、
中
央
青
果
卸
売
市
場
に
突
き
当
た
り
ま

す
。
こ
の
突
き
当
た
っ
た
あ
た
り
、
中
央
卸
売
市
場
の
北
壁
に
沿
っ
た
植
え

込
み
の
中
に
、「
平
安
京
朱
雀
大
路
跡
」
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
朱
雀
大
路
の

東
側
の
遺
構
が
、
こ
の
碑
の
地
点
で
発
掘
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

写
真
の
碑
文
を
デ
ィ
ジ
タ
ル
文
書
に
し
た
も
の
が
、フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
京
都
（http://w

w
w

.city.kyoto.jp/som
u/rekishi/fm

/

）
い
し

ぶ
み
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
入
手
で
き
ま
す
の
で
、
次
に
引
用
し
ま
し
ょ
う
。



第 17回 山陰本線丹波口で下車して 236

平
安
京
朱
雀
大
路
の
碑

中
堂
寺
児
童
公
園

平
安
京
朱
雀
大
路
跡

朱
雀
大
路
は
、
平
安
京
の
朱
雀
門
か
ら
南
へ
羅
城
門
ま
で
、
平

安
京
の
中
心
を
南
北
約4km

に
わ
た
っ
て
走
る
主
要
大
路
で
あ

る
。
道
路
の
幅
は28

丈(

約84m
)

を
は
か
り
、
両
側
に
は
溝
、

犬
走
、
垣
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
柳
の
並
木
が
こ
の
大
路
に
色
ど

り
を
添
え
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
朱
雀
大
路
の
両
わ
き
に
は
、
貴

族
の
邸
宅
や
役
所
の
建
物
な
ど
が
た
ち
な
ら
び
、
迎
賓
館
と
し
て

の
東
、
西
鴻
臚
館
や
天
皇
家
別
邸
で
あ
る
朱
雀
院
な
ど
も
そ
こ
に

建
て
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
大
規
模
な
道
路
も
、
平
安
後
期
ご
ろ
か
ら
無
用
の
長
物
と

化
し
て
、
鎌
倉
以
後
、
急
速
に
そ
の
機
能
を
失
い
、
荒
廃
し
て

い
っ
た
。
こ
の
朱
雀
大
路
の
痕
跡
を
と
ど
め
る
の
が
、
現
在
の
千

本
通
り
で
あ
る
。

現
在
地
は
昭
和
50
年
夏
、
秋
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
朱
雀

大
路
の
一
角
が
発
見
さ
れ
た
地
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
平
安
京

楊
梅
小
路
と
朱
雀
大
路
の
交
差
点
を
中
心
に
、
朱
雀
大
路
東
側
溝

が
延
長120m

に
わ
た
っ
て
検
出
さ
れ
、
は
じ
め
て
朱
雀
大
路
の

正
確
な
位
置
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
53
年
9
月
1
日
　
京
都
市

こ
の
石
碑
の
あ
る
東
西
の
通
り
が
、
平
安
京
の
　や
ま
も
も
こ
う
じ

楊
梅
小
路　
。
現
在
は
、
こ

の
あ
た
り
で
は
、
中
堂
寺
通
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
道
を
隔
て
た
向
か
い

側
に
は
、「
中
堂
寺
児
童
公
園
」。
こ
の
児
童
公
園
の
東
か
ど
を
北
へ
曲
が
る

と
、
　ぼ
う
じ
ょ
う

坊
城　
通
の
東
側
に
「
新
選
組
記
念
館
」（
坊
城
通
五
条
下
ル
中
堂
寺
壬
生

川
町
）
が
あ
り
ま
す
。
手
書
き
の
幟
が
な
け
れ
ば
見
落
と
し
て
し
ま
う
町
家

で
す
。
残
念
な
が
ら
、
入
館
す
る
機
会
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
口
コ
ミ
で
は
い
ろ
い
ろ
と
お
も
し
ろ
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
そ

う
な
の
で
、
機
会
を
み
て
ぜ
ひ
と
も
訪
問
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

坊
城
通
の
一
筋
東
の
通
り
と
中
堂
寺
通
の
十
字
路
の
西
北
か
ど
に
、
町
名

看
板
「
中
堂
寺
壬
生
川
町
」
1©
が
あ
り
ま
す
。
町
名
だ
け
の
そ
っ
け
な
い

看
板
。
基
準
の
十
字
路
を
特
定
す
る
の
が
面
倒
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

さ
ら
に
、
中
堂
寺
通
を
東
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
、
南
側
に
も
う
一
枚
、「
中

堂
寺
鍵
田
町
中
堂
寺
通
坊
城
西
入
」
2©
。
今
度
は
、
町
名
が
先
で
、
基
準
の

十
字
路
の
指
定
が
あ
と
に
く
る
形
式
。
撮
影
の
都
合
上
、
最
後
尾
の
「
西
入
」

が
途
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
郵
便
受
の
横
手
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。
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　ち
ゅ
う
ど
う
じ
み
ぶ
が
わ
ち
ょ
う

中
堂
寺
壬
生
川
町　
1©

　ち
ゅ
う
ど
う
じ
か
ぎ
た
ち
ょ
う

中
堂
寺
鍵
田
町　
　ち
ゅ
う
ど
う
じ
ど
お
り

中
堂
寺
通　
　ぼ
う
じ
ょ
う

坊
城　

　に
し
い
る

西
入　
2©

貼
っ
て
あ
る
位
置
か
ら
考
え
て
、「
西
入
」
は
ど
う
も
お
か
し
い
。
初
め

は
、
も
と
も
と
別
の
と
こ
ろ
へ
貼
っ
て
あ
っ
た
の
を
、
現
在
の
と
こ
ろ
に
移

し
た
可
能
性
も
あ
る
か
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
西
入
」
は
ど
う

考
え
て
も
、「
東
入
」
の
ま
ち
が
い
。
地
図
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
中
堂
寺

鍵
田
町
に
は
坊
城
通
よ
り
西
の
部
分
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
中
堂
寺
通
と
壬
生
川
通
の
交
差
点
ま
で
歩
く
と
、
北
西
の
か
ど
の

煙
草
屋
の
下
部
に
、「
中
堂
寺
壬
生
川
町
」
3©
。
こ
れ
は
、
1©
と
お
な
じ
く
、

町
名
だ
け
の
そ
っ
け
な
い
看
板
。

　ち
ゅ
う
ど
う
じ
み
ぶ
が
わ
ち
ょ
う

中
堂
寺
壬
生
川
町　
3©

■

由
来
不
詳
の
ま
ま
、
二
五
〇
年
以
上
続
く
福
神
社

壬
生
川
通
に
で
た
と
こ
ろ
で
、
東
側
に
「
　ふ
く福　
神
社
」（
壬
生
川
通
五
条
下
ル

中
堂
寺
前
田
町
）。
祭
神
は
紀
貫
之
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
。『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
一
に
勧
持
院
に
あ
る
「
　ふ
く
だ
い
み
や
う
じ
ん
の
や
し
ろ

福
大
明
神
社　
」

の
祭
神
が
紀
貫
之
で
あ
る
と
載
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
類
推
か
も
知

れ
な
い
。
別
に
　よ
し
や

葭
屋　
町
一
条
に
も
「
福
大
明
神
社
」
が
あ
り
、
こ
ち
ら
の
祭

神
は
稲
荷
明
神
で
あ
る
と
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
一
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
要
す
る
に
、
壬
生
川
通
五
条
下
ル
の
「
福
神
社
」
の
祭
神
は
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
。

由
来
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
古
い
の
は
古
い
。
な
に
し
ろ
、『
都

名
所
図
会
』
巻
二
に
、「
　ふ
く
だ
い
み
や
う
じ
ん
の
も
り

福
大
明
神
森　
」
の
項
目
が
あ
り
、「
　み

ぶ
壬
生　
通
の
東

　や
ま
も
ゝ

楊
梅　
の
北
に
あ
り
、
由
来
詳
な
ら
ず
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
様
の
記
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福
神
社

載
が
、『
山
城
名
跡
巡
行
志
』
第
一
に
も
あ
り
、「
福
大
明
神
森
」
を
次
の
よ

う
に
漢
文
で
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。

　リ在
二　
壬
生
　ノ通　
東
、
楊
　ノ梅　
　ニ

。
北
一　

由
来
　不
レ　
知
。
　ニ塚　
　有
レ　
霊
。
歓
喜
光

　ノ寺　
四
　ノ至　
　ニ文　
　ク

、
云　

楊
梅
壬
生
福
大
明
　ノ神　
　ト傍　
。
即
此
。

僧
浄
慧
『
山
城
名
跡
巡
行
志
』、
宝
暦
四
年
〔
一
七
五
四
年
〕

『
新
修
京
都
叢
書
第
十
巻
山
城
名
跡
巡
行
志
・
京
町
鑑
』

光
彩
社
、
一
九
六
八

■

八
条
の
怪

福
神
社
か
ら
壬
生
川
通
を
南
下
し
て
、
丹
波
口
通
と
の
十
字
路
を
西
に
戻

り
ま
す
。
丹
波
口
通
と
坊
城
通
か
ら
一
筋
東
の
通
り
（
こ
の
通
り
の
名
前
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
強
い
て
い
え
ば
、
島
原
大
門
の
前
の
通
り
の
延
長
に
な

り
ま
す
の
で
、「
大
門
通
」
と
呼
ん
で
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）
の
十
字
路

（
変
形
、
か
な
り
ず
れ
て
い
ま
す
）
の
東
北
の
か
ど
に
、
町
名
看
板
「
中
堂

寺
鍵
田
町
」
4©
が
あ
り
ま
す
。

　ち
ゅ
う
ど
う
じ
か
ぎ
た
ち
ょ
う

中
堂
寺
鍵
田
町　
4©

こ
の
十
字
路
か
ら
、
す
こ
し
南
下
し
ま
す
と
小
坂
公
園
の
入
口
（
裏
口
）

手
前
に
、
町
名
看
板
「
八
條
小
坂
町
」
5©
が
あ
り
ま
す
。「
あ
れ
れ
、
こ
こ

は
六
条
あ
た
り
に
な
る
は
ず
な
の
に
。
な
ぜ
「

•　八
•　條
小
坂
町
」
な
の
だ
ろ

う
」
と
い
う
当
然
の
疑
問
（「
八
条
の
怪
」
と
は
お
お
げ
さ
で
す
が
）
が
わ

き
ま
す
。

こ
の
理
由
は
、
明
治
期
ま
で
、
鍵
田
町
は
中
堂
寺
村
、
小
坂
町
は
八
条
村

に
属
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
町
名
看
板
4©
と
町
名

看
板
5©
の
間
が
、
中
堂
寺
村
と
八
条
村
の
境
界
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
花
屋
町
通
に
も
、
八
条
村
の
痕
跡
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
町
名

看
板
「
八
條
二
人
司
町
花
屋
町
通
櫛
笥
西
入
」
6©
。
こ
こ
に
も
「

•　八
•　條
」
が
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小
坂
公
園

　は
ち
じ
ょ
う
こ
さ
か
ち
ょ
う

八
條
小
坂
町　
5©

先
頭
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

町
名
の
「
二
人
司
」
は
、
こ
の
あ
た
り
が
、
か
っ
て
は
「
　お
お
あ
ざ

大
字　
　は
ち
じ
ょ
う

八
条　
　こ小　

　あ
ざ字　
　に二　
　に
ん人　
　つ
か塚　
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
の
名
残
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
次
回
に

詳
し
く
触
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

町
名
看
板
5©
か
ら
6©
へ
ゆ
く
途
中
に
和
菓
子
屋
が
二
軒
。
島
原
大
門
（
次

回
で
紹
介
し
ま
す
）
の
交
番
の
前
を
曲
が
っ
て
、
花
屋
町
通
を
東
へ
、
北
側

二
軒
目
に
「
　さ
ん
し
ょ
う
ど
う
お
ぐ
ら

三
昇
堂
小
倉　
」（
花
屋
町
通
壬
生
川
西
入
薬
園
町
）
が
あ
り
ま

　は
ち
じ
ょ
う
に
に
ん
つ
か
さ
ち
ょ
う

八
條
二
人
司
町　

　は
な
や
ち
ょ
う
ど
お
り

花
屋
町
通　
　く
し
げ

櫛
笥　

　に
し
い
る

西
入　
6©

す
。
創
業
は
昭
和
十
三
年
〔
一
九
三
八
年
〕。
名
物
は
、
　な
ま
ふ
も
ち

生
麩
餅　
。
そ
の
斜

め
向
か
い
に
、
手
焼
き
お
か
き
の
「
菱
屋
」（
花
屋
町
通
壬
生
川
西
入
薬
園

町
）。
明
治
十
九
年
〔
一
八
八
六
年
〕
創
業
。
ご
く
ご
く
薄
い
う
す
ば
ね
、
大

判
お
か
き
銀
角
な
ど
。
さ
ら
に
、
町
名
看
板
6©
の
過
ぎ
た
北
側
に
も
和
菓

子
屋
が
一
軒
。「
　い
と
う
け
ん
ろ
う
ほ

伊
藤
軒
老
舗　
」（
花
屋
町
通
櫛
笥
西
入
薬
園
町
）。
創
業
は

昭
和
初
め
。
　ふ麩　
も
ち
、
葛
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
。
共
通
の
町
名
「
　や
く
え
ん
ち
ょ
う

薬
園
町　
」
も

旧
八
条
村
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
町
名
「
薬
園
町
」
の
由
来
は
、
平
安
京
の

東
鴻
臚
館
で
あ
っ
た
こ
の
あ
た
り
が
、
の
ち
に
典
薬
寮
の
薬
園
に
な
っ
た
こ

と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

町
名
看
板
6©
の
手
前
、
北
側
に
路
地
が
あ
っ
て
、
こ
の
路
地
の
奥
、
曲

が
り
か
ど
の
と
こ
ろ
に
「
　は
つ
え
い

初
栄　
稲
荷
神
社
」
が
あ
り
ま
す
。
扁
額
に
は
、
初

栄
大
神
と
あ
り
ま
す
が
、
狐
が
両
側
に
い
ま
す
の
で
、
稲
荷
神
社
。
こ
の
地

域
の
鎮
守
の
よ
う
で
す
が
、
手
入
れ
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
残
念
で
す
。

■

住
吉
神
社

も
う
一
度
、
壬
生
川
通
を
北
上
し
て
、
中
堂
寺
通
へ
戻
り
ま
し
ょ
う
。
壬

生
川
中
堂
寺
の
交
差
点
を
東
に
折
れ
て
、
中
堂
寺
通
を
東
に
進
み
ま
す
。
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初
栄
稲
荷
神
社

東
一
筋
目
が
　く
し
げ
ど
お
り

櫛
笥
通　
、
二
筋
目
が
　し
も
ま
つ
や
ま
ち
ど
お
り

下
松
屋
町
通　
。
中
堂
寺
通
と
下
松
屋
通

の
十
字
路
の
東
南
の
か
ど
に
直
角
に
二
枚
の
町
名
看
板
が
貼
っ
て
あ
り
ま

す
。「
下
松
屋
町
通
中
堂
寺
下
ル
藪
之
内
町
」
7©
と
「
中
堂
寺
通
下
松
屋
町

東
入
藪
之
内
町
」
8©
で
す
。
こ
の
二
枚
は
、
原
則
ど
お
り
、
基
準
の
十
字
路

が
先
頭
で
、
町
名
が
末
尾
に
き
て
い
ま
す
。
目
を
凝
ら
し
て
見
る
と
、「
藪
」

は
簡
字
体
「
薮
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
は
小
さ
い
文
字
が
書

き
に
く
か
っ
た
た
め
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
旧
字
体
に
し
て
お
き
ま
す
。

こ
の
下
松
屋
町
通
は
、
江
戸
時
代
は
、
　い
っ
か
ん
ま
ち
ど
お
り

一
貫
町
通　
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。『
京
町
鑑
』
で
は
、「
　い
つ
く
わ
ん
ま
ち

一
貫
町　
通
」
の
項
は
、「
松
屋
町
通
」
の
項
の
次

に
説
明
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

此
通
一
貫
町
と
名
付
た
る
事
詳
な
ら
ず
。

此
通
は
松
原
よ
り
南
は
丹
波
口
下
ル
所
迄
の
通
に
て
、
大
宮
の
西

仁
丹
町
名
看
板
の
所
在
（
五
条
大
宮
の
西
南
地
域
）

の
通
也
。
凡
北
に
て
松
屋
町
通
に
あ
た
る
ゆ
へ
茲
に
附
す
。

白
露
『
京
町
鑑
』、
宝
暦
十
二
年
〔
一
七
六
二
年
〕

『
新
修
京
都
叢
書
第
十
巻
山
城
名
跡
巡
行
志
・
京
町
鑑
』

光
彩
社
、
一
九
六
八

現
在
の
地
図
を
み
ま
す
と
、
こ
の
記
載
の
と
お
り
、
は
る
か
北
（
二
条
城
以

北
）
に
、
大
宮
通
の
一
筋
西
に
松
屋
町
通
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
下
松

屋
町
通
と
称
す
よ
う
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

中
堂
寺
通
が
大
宮
通
と
交
叉
す
る
す
ぐ
前
に
、「
住
吉
神
社
」（
中
堂
寺
通

大
宮
西
入
藪
之
内
町
）
が
あ
り
ま
す
。
町
名
は
、
町
名
看
板
7©
8©
と
同
じ
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　し
も
ま
つ
や
ま
ち
ど
お
り

下
松
屋
町
通　
　ち
ゅ
う
ど
う
じ

中
堂
寺　

　さ
が下　
ル

　や
ぶ
の
う
ち
ち
ょ
う

藪
之
内
町　
7©

　ち
ゅ
う
ど
う
じ
ど
お
り

中
堂
寺
通　

　し
も
ま
つ
や
ま
ち

下
松
屋
町　

　ひ
が
し
い
る

東
入　

　や
ぶ
の
う
ち
ち
ょ
う

藪
之
内
町　
8©

二
枚
の
看
板
7©
と
8©
の
出
現
状
況

薮
之
内
町
。

住
吉
神
社

「
住
吉
神
社
由
緒
」
と
題
し
た
駒
札
が
立
っ
て
い
ま
す
の
で
引
用
し
ま

し
ょ
う
。
箇
条
書
に
し
て
あ
り
、
簡
潔
か
つ
要
点
を
衝
い
て
い
ま
す
。

住
吉
神
社
由
緒
（
駒
札
）

創

建

延
暦
年
中
〔
七
八
三
〜
八
〇
六
〕
と
伝
え
ら
れ
る

再

興

保
延
四
年
〔
一
一
三
八
〕

再

再

興

天
正
十
九
年
〔
一
五
九
一
　
約
四
〇
〇
年
前
〕

御

祭

神

表
筒
男
命
　
中
筒
男
命
　
底
筒
男
命
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御

神

徳

災
難
・
病
魔
を
除
き
、
夫
婦
円
満
・
敬
愛
の
御
神
徳
極

め
て
篤
く
、
旅
行
渡
海
の
諸
難
を
救
い
給
う
霊
験
あ
ら
た
か
な
り
。

祭

事
例

祭

九
月
第
四
金
曜
日
・
土
曜
日
・
日
曜
日
の
三
日
間

剣

鉾

祭

松
鉾
・
牡
丹
鉾
・
菊
鉾
　
三
基

氏
子
区
内
の
町
内
に
て
持
ち
回
り
で
飾
付
を
奉
仕

大
小
神
輿
区
内
巡
行

女
子
神
輿
鉾
当
番
町
に
て
お
ね
り

無
形
文
化
財
「
中
堂
寺
六
斎
」
奉
納

区
内
安
全
祈
願
祭

一
月
第
一
日
曜
日

節

分

祭

二
月
三
日

月

次

祭

毎
月
一
日

境

内

社

金
比
羅
宮
　
稲
荷
神
社
　
神
明
神
社

　

　

　

天
満
宮
社
　
道
祖
神
社
　
貫
之
神
社

鎮

座

地

京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
通
大
宮
西
入
る

例
祭
の
「
　け
ん
ぼ
こ

剣
鉾　
祭
」
と
い
う
の
が
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
す
。
鉾
と
い
え
ば
、
祇

園
祭
の
長
刀
鉾
な
ど
、
の
ち
に
長
大
化
し
た
も
の
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、

住
吉
神
社
の
鉾
は
、
祭
に
供
す
る
鉾
の
原
型
を
と
ど
め
た
も
の
で
す
。
そ
れ

で
も
、
松
鉾
・
牡
丹
鉾
・
菊
鉾
の
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
、
装
飾
を
施
し
た
豪
華

な
作
り
で
す
。
氏
子
区
内
と
は
、
だ
い
た
い
下
松
屋
通
を
挟
む
松
原
通
〜
正

面
通
ま
で
の
地
域
で
す
。
祭
礼
中
日
の
夜
に
奉
納
さ
れ
る
「
　ち
ゅ
う
ど
う
じ
ろ
く
さ
い

中
堂
寺
六
斎　
」

は
、
重
要
無
形
文
化
財
。

『
山
城
名
跡
巡
行
志
』
第
一
に
は
、「
住
吉
ノ
社
」
の
項
が
あ
り
、
次
の

説
明
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　在
二　
中
道
寺
　
。
村
一　

門
北向
。
鳥
居
社
東向
。
鎮
座
記
　不
レ　
詳
。
例
祭

六
月
二
十
八
日
。
神
輿
一
基
。
近
来
島
原
町
　為
二　
産
沙
　神
一　
旅

社
　立
二　
彼
　地
一　
　以
二　
二
十
三
　日
一　

神
輿
　移
二　
此
　所
一　
島

原
旧
松
尾
氏
子
也

「
門
は
北
向
き
、
鳥
居
と
　や
し
ろ社　は
東
向
き
」
の
記
載
が
、
現
在
も
そ
の
ま
ま
で

あ
る
こ
と
は
、
添
付
し
た
写
真
か
ら
わ
か
り
ま
す
。

『
都
名
所
図
会
』
に
は
、「
　す
み
よ
し
の
や
し
ろ

住
吉
社　
」
と
し
て
、

　お
ほ
み
や

大
宮　
　ち
ゆ
う
だ
う
じ

中
道
寺　
に
あ
り
、
祭
る
所
攝
州
　す
み
よ
し

住
吉　
の
　
く
わ
ん
じ
や
う

勧
請　
な
り
。
此
ほ

と
り
又
　し
ま
ば
ら

島
原　
　け
い
せ
い

傾
城　
町
の
　う
ぶ
す
な

産
沙　
神
と
す
。
祭
は
六
月
廿
八
日
な
り
。

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
、
駒
札
に
あ
る
祭
神
の
三
柱
は
、
大

阪
の
住
吉
大
社
と
同
じ
で
す
。

■

丹
波
街
道

中
堂
寺
通
の
一
筋
南
の
東
西
の
通
り
を
、
　た
ん
ば
ぐ
ち

丹
波
口　
通
と
い
い
ま
す
。
手
許

の
地
図
を
み
る
と
大
宮
通
か
ら
丹
波
口
通
に
入
り
ま
す
と
、
す
ぐ
北
側
に
路

地
が
あ
っ
て
、
そ
の
奥
に
は
「
　た
け
う
じ

武
氏　
大
明
神
」（
丹
波
口
通
大
宮
西
入
上
ル

丹
波
街
道
町
）
が
祭
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
ま
す
。
現
在
は
、
道
路

に
面
し
た
お
宅
が
取
り
壊
さ
れ
て
、
駐
車
場
に
な
っ
て
い
て
、
社
殿
が
表
通

り
か
ら
見
通
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
祭
神
は
稲
荷
神
。

丹
波
口
通
と
下
松
屋
通
の
十
字
路
の
北
に
は
、
　じ
う
ん
じ

慈
雲
寺　
（
下
松
屋
町
通

中
堂
寺
下
ル
薮
之
内
町
）。
山
門
向
か
っ
て
左
に
「
開

運

厄

除
申
洛
陽
十
二
支
妙

見
」
の
門
札
が
架
っ
て
い
ま
す
。
妙
見
大
菩
薩
は
、
北
極
星
を
中
心
と
す
る

北
斗
七
星
を
神
格
化
し
た
も
の
。
十
二
支
に
京
都
市
内
の
妙
見
菩
薩
を
祀
る
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武
氏
稲
荷

寺
院
（
主
と
し
て
日
蓮
宗
）
が
割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
め
ぐ
る

と
運
気
が
充
実
す
る
と
い
う
信
仰
が
、
江
戸
中
期
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
一
時

期
（
か
な
り
長
い
間
？
）
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
三
十
年
ほ
ど
前
に
復
活

し
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
慈
雲
寺
は
、
通
称
「
島
原
の
妙
見
さ

ん
」。
　さ
る申　
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
と
の
丹
波
口
通
と
下
松
屋
通
の
十
字
路
に
戻
っ
て
、
南
に
は
、
町
名
看

板
「
下
松
屋
町
通
丹
波
口
下
ル
丹
波
街
道
町
」
9©
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
丹
波
口
通
を
西
に
進
み
ま
と
、
北
側
の
お
宅
に
町
名
看
板
「
丹

波
口
通
下
松
屋
町
西
入
丹
波
街
道
町
」
10©
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
道
路
側

に
正
面
で
は
な
く
、
建
物
の
出
張
っ
た
と
こ
ろ
に
東
向
き
に
貼
っ
て
あ
る
の

慈
雲
寺
（
洛
陽
十
二
支
妙
見
申
）

で
、
気
を
付
け
て
い
な
い
と
見
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
す
こ
し
西
側
に
北

へ
入
る
路
地
が
あ
り
ま
す
が
、
西
側
の
二
階
に
、
同
じ
基
準
同
じ
町
名
の
看

板
「
丹
波
口
通
下
松
屋
町
西
入
丹
波
街
道
町
」
11©
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

町
名
看
板
11©
の
　は
す斜　
向
か
い
に
「
打
田
漬
物
」
の
本
店
。
創
業
は
昭
和
十
五

年
〔
一
九
四
〇
年
〕。
公
式
の
所
在
地
は
、
丹
波
口
通
大
宮
西
入
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
11©
と
同
じ
町
内
で
す
。
錦
小
路
に
も
支
店
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
が
県
外
の
も
の
に
は
な
じ
み
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
西
へ
進
む
と
、
櫛
笥
通
に
出
ま
す
が
、
こ
の
十
字
路
が
極
め
て
変

則
的
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
東
北
の
か
ど
に
あ
る
料
亭
「
満
る
安
」

の
と
こ
ろ
。
そ
う
い
え
ば
、
丹
波
口
通
も
直
線
で
は
な
く
、
少
し
ず
つ
曲
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　し
も
ま
つ
や
ま
ち
ど
お
り

下
松
屋
町
通　
　た
ん
ば
ぐ
ち

丹
波
口　

　さ
が下　
ル

　た
ん
ば
か
い
ど
う
ち
ょ
う

丹
波
街
道
町　
9©

が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
か
っ
て
の
丹
波
街
道
の
名
残

で
す
。
丹
波
街
道
は
、
こ
こ
か
ら
南
へ
進
ん
で
、
御
土
居
の
七
条
通
（
現
在

の
千
本
七
条
あ
た
り
）
に
あ
っ
た
丹
波
口
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
途
中
は
、
畑
地
の
中
の
街
道
で
、
正
確
な
位
置
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

お
そ
ら
く
現
在
の
丹
波
口
櫛
笥
か
ら
櫛
笥
通
を
進
ん
で
、
正
面
通
の
と
こ
ろ

で
、
西
南
方
向
に
向
き
を
変
え
て
、
丹
波
口
ま
で
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

■

丹
波
口
通
は
、
島
原
へ
の
道

江
戸
時
代
、
藤
本
　き
ざ
ん

箕
山　
〔
一
六
二
八
〜
一
七
〇
四
〕
が
『
　し
き
ど
う
お
お
か
が
み

色
道
大
鏡　
』
を

書
い
て
、
島
原
の
様
子
を
活
写
し
た
頃
に
は
、
京
都
市
街
か
ら
島
原
傾
城
町

に
ゆ
く
に
は
、
こ
の
丹
波
街
道
（
丹
波
口
通
と
櫛
笥
通
に
相
当
）
を
使
っ
て

い
ま
し
た
。
丹
波
街
道
を
、
現
在
の
正
面
櫛
笥
ま
で
、
さ
ら
に
西
に
進
ん

で
島
原
遊
廓
の
南
端
に
至
り
、
こ
こ
か
ら
　え
も
ん

衣
紋　
の
　ば

ば
馬
場　
（
遊
廓
東
の
長
塀
に

沿
っ
た
と
こ
ろ
）
を
北
上
し
て
、
遊
廓
の
東
北
に
開
い
た
大
門
に
至
る
と
い

う
道
筋
で
す
。
こ
れ
は
、『
色
道
大
鏡
』
の
「
　こ
ん
か
く

坤
郭　
　や
け
い

野
徑　
　の之　
　づ圖　
」
に
「
古
道
」

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
道
筋
で
す
（「
坤
郭
」
と
は
京
都
の
　ひ
つ
じ
さ
る

未
申　
の
方
角

　た
ん
ば
ぐ
ち
ど
お
り

丹
波
口
通　
　し
も
ま
つ
や
ま
ち

下
松
屋
町　

　に
し
い
る

西
入　

　た
ん
ば
か
い
ど
う
ち
ょ
う

丹
波
街
道
町　
10©

　た
ん
ば
ぐ
ち
ど
お
り

丹
波
口
通　
　し
も
ま
つ
や
ま
ち

下
松
屋
町　

　に
し
い
る

西
入　

　た
ん
ば
か
い
ど
う
ち
ょ
う

丹
波
街
道
町　
11©

に
あ
っ
た
遊
廓
の
意
で
、
す
な
わ
ち
島
原
遊
廓
の
こ
と
。
藤
本
箕
山
『
色
道

大
鏡
』
巻
第
十
二
・
遊
郭
図
上
。
翻
刻
版
、
新
版
色
道
大
鏡
刊
行
会
編
、
八

木
書
店
、
二
〇
〇
六
、
三
五
〇
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
図
に
は
、
す
で
に
花
屋
町

通
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
に
道
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、「
古
道
」
の
か
わ
り

に
、
現
在
の
花
屋
町
櫛
笥
ま
で
ゆ
き
、
花
屋
町
通
を
西
へ
進
ん
で
、
島
原
の

大
門
に
至
る
と
い
う
道
筋
を
と
っ
て
い
た
と
も
読
み
取
れ
ま
す
。

藤
本
箕
山『
色
道
大
鏡
』は
、島
原
で
遊
ぶ
た
め
の
手
順
の
概
略
が
わ
か
る

と
い
う
点
で
も
、
奇
書
と
い
う
名
に
恥
じ
な
い
。
同
書
に
は
、
上
述
の
「
坤
郭

野
徑
之
圖
」
と
と
も
に
、「
　た
ん
ば
ぐ
ち
ち
や
や
の
づ

丹
波
口
茶
屋
町
之
圖　
松
原
通
よ
り
四
町
下

大
宮
通
西
へ
入
町
　
」

が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
（『
色
道
大
鏡
』
翻
刻
版
、
三
四
九
ペ
ー
ジ
）。
こ

の
図
に
は
、
丹
波
街
道
町
（『
色
道
大
鏡
』
で
は
「
街
」
の
字
が
「
海
」
に

な
っ
て
い
ま
す
）
の
通
り
（
今
の
丹
波
口
通
）
を
挟
ん
で
、
南
北
に
茶
屋
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が
並
ん
で
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
説
明
に
は
、「
丹
波
海
道
町

朱
書
の
分
茶
屋
な
り
此
茶

屋
客
の
送
り
迎
ひ
を
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
丹
波
街
道

町
に
並
ん
で
い
る
の
は
、
島
原
の
茶
屋
の
出
張
所
と
い
う
べ
き
も
の
。
島
原

で
遊
ぶ
場
合
は
、
馴
染
み
の
茶
屋
の
出
張
所
に
ま
ず
上
が
り
、
そ
こ
か
ら

送
迎
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
茶
屋
で
焼
印
入
り
の
編
笠
を
も
ら

い
、
そ
れ
を
被
っ
て
島
原
に
向
か
い
ま
す
。
こ
の
図
で
は
、
西
の
は
ず
れ
に

「
西
の
門
也
。
町
の
出
は
な
れ
。
こ
れ
よ
り
野
道
な
り
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、

丹
波
街
道
は
こ
こ
か
ら
は
畑
地
あ
る
い
は
田
圃
の
中
の
道
だ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
遊
興
果
て
て
帰
る
と
き
は
、
暗
闇
の
畦
道
で
非
現
実
か
ら
現
実

に
戻
る
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
お
こ
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
図
に
は
、
現
在
の
下
松
屋
町
通
に
つ
い
て
注
記
が
あ
り
、「
是
一
貫

町
の
末
也
。
此
道
昔
は
な
し
。
寛
文
十
年
庚
戌
六
月
よ
り
此
新
道
あ
き
た

り
。
此
上
ル
町
に
も
茶
屋
共
　ヽゝ　
こ
れ
あ
り
」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
寛
文

十
年
は
、
一
六
七
〇
年
で
す
。
こ
の
記
載
は
、
上
で
引
用
し
た
『
京
町
鑑
』

〔
一
七
六
二
年
刊
行
〕
の
「
　い
つ
く
わ
ん
ま
ち

一
貫
町　
通
」
の
記
述
と
も
合
致
し
ま
す
。
さ
ら

に
、『
色
道
大
鏡
』
の
図
に
は
、「
是
よ
り
南
へ
下
ル
二
町
の
間
を
あ
た
ら
し

町
と
い
ふ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
町
名
で
い
う
と
、「
突
抜
一

丁
目
」
と
「
突
抜
二
丁
目
」。
町
名
の
「
突
抜
」
は
ど
こ
を
突
き
抜
け
た
か

と
い
う
と
、
西
本
願
寺
の
寺
内
（
あ
る
い
は
東
寺
領
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
）
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
記
載
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
町
が
一

六
七
〇
年
に
開
か
れ
た
こ
と
が
特
定
で
き
る
わ
け
で
す
。
現
在
の
下
松
屋
町

通
は
、
こ
こ
で
突
き
当
た
り
。
正
面
通
、
平
安
高
校
の
北
で
す
。
ち
な
み
に
、

平
安
高
校
は
竜
谷
大
学
付
属
で
、
西
本
願
寺
の
傘
下
に
あ
り
ま
す
。

折
角
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
か
ら
、
こ
の
近
辺
の
町
名
看
板
「
花
屋
町
通
下

松
屋
町
東
入
突
抜
二
丁
目
」
12©
を
紹
介
し
ま
す
。
町
名
は
、「
突
抜
二
丁
目
」

で
、『
色
道
大
鏡
』
に
い
う
「
あ
た
ら
し
町
」
で
す
。
花
屋
町
通
を
東
に
、
大

宮
通
へ
出
る
と
そ
こ
は
島
原
口
の
バ
ス
停
。
こ
こ
か
ら
島
原
大
門
ま
で
は
、

島
原
商
店
街
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
花
屋
町
大
宮
の
丁
字
路
の
南
に
、
本
シ

リ
ー
ズ
14
回
の
「
松
風
」
の
節
で
紹
介
し
た
和
菓
子
屋
「
音
羽
屋
老
舗
」。

　は
な
や
ち
ょ
う
ど
お
り

花
屋
町
通　
　し
も
ま
つ
や
ま
ち

下
松
屋
町　

　ひ
が
し
い
る

東
入　

　つ
き
ぬ
け
に
ち
ょ
う
め

突
抜
二
丁
目　
12©
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

藤
田
眞
作
〔
ふ
じ
た
し
ん
さ
く
〕。
一
九
四
四
年
〔
昭
和
十
九
年
〕
北
九

州
市
生
ま
れ
。
学
生
・
大
学
助
手
と
し
て
、
十
年
間
、
京
都
で
生
活
。

工
学
博
士
を
取
得
後
、
二
十
五
年
間
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
（
株
）
足

柄
研
究
所
に
て
、
記
録
材
料
用
の
有
機
化
合
物
の
開
発
に
従
事
。
次
の

十
年
間
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
と
し
て
、
有
機
合
成
化
学
・
情

報
材
料
化
学
・
化
学
情
報
学
・
数
理
化
学
の
研
究
教
育
に
従
事
。
そ
の

か
た
わ
ら
和
菓
子
を
も
と
め
て
京
都
市
内
を
徘
徊
し
、
仁
丹
の
町
名
看

板
に
興
味
を
も
つ
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
、
湘
南
情
報
数
理
化
学
研
究
所

(h
ttp

:/
/
x
y
m

tex
.co

m
)

を
主
宰
。

「
仁
丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」（
第
17
回
）2008/09/30
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